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女性向け・ワーキングシューズ

  研究目的

従来はガテン系のイメージの強かった安全靴な

どのワーキングシューズだが、現在様々な企業が

『女性向けの』ワーキングシューズを販売してい

る。例えば現場の女性の声を取り入れたワーキン

グウェアの特設サイトや女性の足のサイズに対応

した小さめの安全靴を集めた特集ページを設ける

企業などもあり(図 1)、レディースワーキングシュ

ーズの需要は高まってきていると考えられる。

図 1. 上）ミドリ安全株式会社「ワーク女子力」、下）

通販サイト「ワークユニフォーム」

しかしその既存の商品の多くが男性用にデザイ

ンされたワーキングシューズのサイズをそのまま

変更しただけのが多く、完全な「女性用」とまで

は確率されているものは少ない。そこで機能面と

ファッション面を両立させたレディースワーキン

グシューズが必要なのではないかと考え、これを

目的とした。

  調査内容

2.1 女性の社会進出

図 2. 年齢階級別女性の就業率の推移

国土交通省の女性の就業率の推移をまとめたグ

ラフ(図 2)によると、働き盛りである 20代後半(緑

色線)と 30 代前半 (黄色線 )の社会進出の割合が

1980年から 2010年の約 30年間でゆるやかに上昇

している。このことから近年女性の社会進出が進

み、現場仕事に出る女性が増加していることがわ

かる。つまり、レディースワーキングシューズ市

場は今後ますます広がっていくと予想できる。

2.2 既存のレディースワーキングシューズ

今日様々な企業が販売しているレディースワー

キングシューズを調査した結果、既存の商品に関

して以下のことがわかった。

1 スニーカー型の靴が多い

2 女性向けにデザインされたものではなく「男

性用のワーキングシューズのサイズをそのま

ま変更させただけのもの」が大半を占め、そ



れ故に「かわいい」デザインのものより「か

っこいい」ものが多い

3 大抵が黒や茶色などの地味な単色である

これらのことから、働く女性はより女性向けに

デザインされたものを必要としているのではない

かと考えられる。

2.3 レディースシューズのジャンル分布

今日ファッションアイテムとして一般的に着用

されている女性用の靴にはパンプスやブーツ、サ

ンダルなどの様々なものがある。まずはそれらの

ジャンル傾向を知るために、縦軸を「エレガント

⇔カジュアル」、横軸を「ガーリー⇔ボーイッシュ」

としてマッピングした(図 3)。

図 3 レディースシューズマッピング

その結果、従来のワーキングシューズは右下の「ボ

ーイッシュ×カジュアル」に値することがわかっ

た。そのため前述のことから新たなレディースワ

ーキングシューズの提案には左上の「ガーリー×

エレガント」が適していると考える。

3. コンセプト及びアイディア展開

「オトナかわいいワーキングシューズ」

女性が楽しい気分で仕事に向かえることを目的

とし、今までの単なる仕事用の作業靴という地味

な印象を「ファッションアイテムとして着用でき

るもの」、つまり作業靴＝仕事という重たいイメー

ジを変える『仕事現場だけでなく日常でも着用す

ることのできるワーキングシューズ』を提案する。

そのためにはまずワーキングシューズとしての

機能面と靴としてのファッション面を両立させる

必要がある。そこで、「ワーキングシューズとして

の靴」と「ファッションアイテムとしての靴」の

二通りを楽しむことができる、いわゆる 2way の

靴にしたいと考えた。

ファッションアイテムとすることで仕事現場で

履き替える手間もなく自宅からそのまま職場まで

履いていくことができ、また普段使いすることで

現場のみで履くよりも靴が足になじむのが早くな

り靴ずれや筋肉痛が起きやすくなるのを少しでも

軽減できるのではないかと予想する。

4. 目標とする提案物

前述のとおり「ガーリー×エレガント」の靴で

あることからヒールのある靴が望ましいと考えた

が、作業現場において高く細いヒールは安定感が

なく非常に危険である。よって、ヒールを含む靴

底を別パーツにすることによって 2way の要素を

補う形とする。さらに、幅広い世代の女性に着用

していただくことを考え選択の幅が増えるようカ

ラー展開を数パターンすることを予定している。

5. 今後の展開

今回制作した試作品を参考に自らがデザインし

たものが立体化可能なのか、またどこまで再現可

能なのかを再度検討し、ファッション的要素だけ

でなくワーキングシューズとしての機能面も盛り

込みながら改良を行っていく。
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